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Ⅰ．事業計画 



 

１． 事業名称 

 

家庭訪問型子育て支援ボランティア養成事業 

 

２． 事業概要 

 

子育ての孤立を防ぐことを目的に、英国で生まれた家庭訪問型子育て支援「ホームス

タート」を当団体が主に活動を行っている浦安市で展開するための人材育成・研修を

行う事業であり、地域とのつながりを持たず、子育て中に孤立しがちな保護者（主に

母親）を地域の子育ての先輩ボランティアがホームビジターとして訪問することで、

保護者の孤立感・不安感の解消が行われ、近年急激に市内で増加している育児ストレ

スによる子どもへの虐待を未然に防ぐ効果が期待できる。 

 

３． 事業内容 

 

（１）ホーム・スタートオーガナイザー養成 

家庭訪問型子育て支援ボランティア養成事業に先立ち、事業全体をコーディネートす

る人材をホーム・スタートジャパンが実施する研修に参加し２名養成する。 

 
（２）広報活動 
家庭訪問型の子育て支援ボランティアの養成研修への参加者募集をミニコミ紙への情
報掲載や募集チラシのポスティングなどで行うと同時に本事業の周知を図る。 
 
（３）ホームビジター養成講座の開催 
ホームビジターとして活動するために、家族・こどもの多様性や特徴的な家族の課題

について理解を深め、そうした家族との関わり方や、協働・協調に基づく支援、また、
今後求められるであろう家庭訪問型支援についての実践的な知識の習得を行う。 

・日程 ：2010 年 1 月中旬から 2010 年 3 月上旬の 8 日間（各回 6 時間） 
・場所 ：浦安市民プラザ Wave101 

・対象 ：子育て支援の活動実績のある子育て支援経験者 

・定員 ：15 名程度 
・費用 ：なし 

・講師 ：ホーム・スタートジャパン関係の講師・浦安市子ども部等から 8 名程度

を予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅱ．事業報告 

 

（１）ホーム・スタートオーガナイザー養成 

 

 



 

１． 実施概要： 
家庭訪問型子育て支援活動のコーディネートを担当するスタッフ 2 名を NPO 法人ホーム
スタート・ジャパンが実施したホームスタート・オーガナイザー養成コースに派遣し、2
名は養成コースを受講・修了し、ホームスタート・ジャパンのオーガナイザーの認定を受
けた。養成コースでは、ホームビジターのリクルートに関する講義があり、修了後、オー
ガナイザーとして家庭訪問型子育て支援ボランティア養成講座のコーディネートを行う体
制が整った。 
 
 
(ア) 日程 2009 年 10 月 31（土）～11 月 2 日（月） 
(イ) 場所 ホテルマホロバ・マインズ三浦（神奈川県三浦市） 
(ウ) 受講内容  

1. 家庭訪問型子育て支援の必要性とホームスタート 
2. ホームスタートオーストラリア特別講演 
3. ホームビジターのリクルートと養成 
4. ホームスタート支援活動のマネジメント 
5. ホームスタートポリシーとセーフガード 
6. スキームのマネジメント 

 

 

 

 

 

 

 



（参加者リスト） 

 

 



（養成講座のスケジュール） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ．事業報告 

 

（２）広報活動 

 

 



１． 実施概要 
 
本事業の研修に参加し、次年度以降活動するボランティアとなる地域の先輩ママに本事業
及び研修開催の情報を届けるために、研修告知及びボランティア募集のチラシを作成、市
内の子育て関連施設等への配布を行うとともに、個別ポスティングを行った。 
また、浦安市内で発行されるミニコミ紙 1 社への情報提供を行い、ボランティア養成講座
開講の情報掲載を行った。 
 

２． チラシ配布 

 
(ア) 配布枚数：10,000 枚 

(イ) 配布先：市民活動センター・子育て関連施設・戸別ポスティング等 
 

３． ミニコミ紙掲載 

 
(ア) 媒体名：浦安新聞 

(イ) 発行部数：59000 部 
(ウ) 情報掲載日時：平成 21 年 12 月 11 日 



（募集チラシ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（浦安新聞掲載記事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

Ⅲ．事業報告 

 

（３）ホームビジター養成講座 

 

 



１．実施概要 

 

子育て経験者が地域の先輩として子育て中の家庭を訪問し、友人のように寄り添うことで、保護者

が元気を取り戻し、子育てに前向きに取り組めるようサポートをするホームビジターの活動の際に

必要になる子育て関連の知識やリスクマネジメント、傾聴等について学ぶため、9 日間（31 時間

14 コマ及び個別面接）の講座を開催し９名が参加、５名が修了した。 
 
① 開催日時：1 月 15 日・19 日・22 日・29 日・2 月 5 日・12 日・19 日・26 日・

3 月 16 日 
② 研修会場：浦安市民プラザ Wave101 
① 研修対象：子育て支援の活動実績のある子育て経験者 
② 参加人数：9 名（修了 5 名） 
③ 参加費用：無料 
 
 

２． 講座内容･講師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 
３． 講座概要と受講者の感想 

 
「オリエンテーション」 
講師：ＮＰＯ法人 i-net 中島純子 
ホームスタートの取り組みを紹介するテレビ番組の 
録画を見た後、ホームスタートの活動の流れについて説明。 
 
（受講者アンケートから） 
 
 
 
「ホームスタートの内容・意義を学ぶ」  
講師：NPO 法人ホームスタート・ジャパン代表理事 西郷泰之氏 
 
「家庭で活動する上でのポイント」 
講師：NPO 法人子育て支援ネットワーク・ピッコロ 代表理事 小俣みどり氏 
 
 
 
 
「ホームビジターの実務」 
講師：NPO 法人子育て支援ネットワーク・ピッコロ 代表理事 小俣みどり氏 
 
 
「傾聴の協働と実際」 
講師：NPO 法人子育て支援ネットワーク・ピッコロ 代表理事 小俣みどり氏 
 
「地域連携のために」 
講師：浦安市こども家庭課 佐々木一嘉氏、NPO 法人 i-net 
 
 
 
「家族とは何か、親とは何か」 
講師：中核地域生活支援センターがじゅまるセンター長 朝比奈ミカ氏 
 
「子どもの理解」 
講師：植草学園大学講師 広瀬由紀氏 
 
「傾聴の意義と方法」 
講師：大正大学教授 日笠摩子氏 
 
「問題や悩みのある家庭への理解」 
講師：家族・子育て相談室「ゆずり葉」後藤弘美氏 
 
「シェアリング・修了テスト」「修了式・登録・交流会」 
進行：NPO 法人 i-net 

 
 
 
 
 
 
 
  





 
 

Ⅳ．今後に向けて 

 

 

 

 



 今回、ホームビジター養成講座の事業を行うにあたり、家庭訪問型の子育て支援が保護者の孤立
感・不安感解消が行われ、保護者が本来持っている子育て力を引き出す効果がある事業であると期
待している一方で、実際に子育てに不安を抱えた家庭を訪問するボランティア活動のための養成講
座という内容にどれだけの参加希望者が集まるかという不安も少なからず抱えていた。 
 
 しかし、広報活動を行った結果、定員以上の問い合わせがあり、実際の受講者は定員には満たな
かったものの、9 名が参加、そのうち 5 名が修了してホームビジターとして活動いただける基盤が
整ったのは、今後の活動に向けての大きな一歩といえる。 
 
 養成されたホームビジター5 名からは、今後も自主的に勉強会を継続し、次年度からの活動にそ
なえて、地域の子育て関連の知識や、ホームビジターとしての活動に必要となるであろう技能の習
得を行いたいという意向があり、オーガナイザーも参加を予定している。 
 
 オーガナイザーが引き続きホームビジターと関わり、引き続き共に学ぶ時間を持つことで、オー
ガナイザーとホームビジターの間の信頼関係を築き、家庭訪問型子育て支援事業に関わるメンバー
のさらなるクオリティアップ・スキルアップと実際の活動にむけての体制作りに努めていきたいと
考えている。 
 
 また、次年度に向けては、具体的な家庭訪問活動に向けて、すでに、地域の子育て情報誌に、ホ
ームスタート活動の告知を掲載するなどしており、一歩ずつ活動を広めていき、子育て中の保護者
や子ども達が重篤な困難を抱える前に、この活動により問題の予防や、早期改善ができるように努
め、保護者自身の子育て意欲やスキルを高め、子どもの安定した地域での家庭生活を保護していき
たい。 

 

 

受講者（４名とオーガナイザー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者（欠席のため後日個別対応） 


